
お
正
月
に
あ
わ
せ
て
、 

伊
勢
の
神
宮
と 

氏
神
様
の
お
神
札
を 

受
け
ま
し
ょ
う 

  

お
正
月
は
、
氏
神
さ
ま
の
ご
神
徳
に

感
謝
す
る
時
で
あ
る
と
同
時
に
、
故
郷

を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
お
子
さ
ん
や

お
孫
さ
ん
の
幸
せ
を
お
祈
り
す
る
時
間

で
も
あ
り
ま
す
。 

 

み
な
さ
ま
も
ご
承
知
の
通
り
、
日
本

の
神
祭
り
の
中
心
で
あ
る
伊
勢
の
神
宮

と
氏
神
さ
ま
の
お
神
札
を
家
庭
に
お
招

き
し
て
、
家
族
の
幸
せ
と
家
屋
の
安
全

を
お
祈
り
す
る
の
が
神
棚
で
す
。 

各
地
区
の
総
代
、
組
長
、
ま
た
は
公

民
館
に
お
い
て
、
新
年
の
お
神
札
の
取

り
ま
と
め
を
し
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
台
所
の
神
さ
ま
に
感
謝
し
、
活
力

の
基
と
な
る
家
庭
の
料
理
を
取
り
仕
切

る
奥
さ
ま
の
健
康
と
火
元
の
安
全
を
祈

願
す
る
竃
祓
い
の
お
神
札
も
、
こ
の
時

期
に
頒
布
し
て
い
ま
す
。
お
正
月
の
準

備
に
、
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。 

  
※
神
棚
の
扉
が
一
つ
の
場
合
に
は
、 

①
天
照
皇
大
神
宮
（
前
） 

②
氏
神
さ
ま
（
中
） 

③
信
仰
す
る
神
社
（
後
ろ
） 

 

の
順
番
で
重
ね
ま
す
。 

※
神
棚
が
な
い
場
合
は
、
床
の
間
、
掃
除

し
た
棚
の
上
な
ど
に
お
ま
つ
り
し
て
く

だ
さ
い
。 

※
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
な
ど
で
、
申
込
の
方
法

が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
は
、
隠
岐
神

社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

 

                         

             

             

隠
岐
神
社
秋
季
例
祭
斎
行 

  

去
る
十
月
十
四
日
、
多
数
の
町
民
の
参
列
の
も
と
、
秋
季
例
祭
を
斎
行
い

た
し
ま
し
た
。 

 

神
前
に
は
、
町
内
よ
り
、
真
心
こ
も
る
お
供
え
物
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

 

ま
た
、
後
鳥
羽
天
皇
の
御
製
（
和
歌
） 

 

我
こ
そ
は
新
島
守
よ
隠
岐
の
海
の
荒
き
波
風
心
し
て
吹
け 

 

に
、
曲
と
振
り
を
付
け
た
、
町
の
文
化
財
で
あ
る
「
承
久
楽
（
じ
ょ
う
き
ゅ

う
が
く
）
」
が
、
新
し
い
舞
姫
に
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

 

後
鳥
羽
天
皇
も
微
笑
ま
し
く
ご
覧
に
な
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

後列 
万代涼、宇野綾音、澤井詠華、沼田紗也加 
前列 
田中美里、飯古愛美、村尾美海、村尾和葉 

（撮影・番家 勲さん） 



 

み
の
り
の
秋
に
つ
い
て 

 

隱
岐
神
社
宮
司 

村
尾 

 

周 

 

十
一
月
、
隠
岐
神
社
の
新
嘗
祭
（
秋

の
収
穫
感
謝
祭
）
と
と
も
に
、
海
士
の

自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
、
食
の
感
謝

祭
が
催
行
さ
れ
ま
し
た
。 

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
み
の
り
の
秋

は
、
す
べ
て
の
人
が
心
待
ち
に
す
る
季

節
で
す
。
私
ど
も
日
本
人
は
、
お
米
を

主
食
と
し
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

神
社
・
神
道
の
お
祭
り
は
、
稲
作
に
深

い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。 

初
日
を
拝
み
、
新
し
い
一
年
の
は
じ

ま
り
を
祝
う
お
正
月
。
田
植
え
の
前
に

豊
作
・
豊
漁
、
諸
産
業
の
成
功
を
祈
る

春
祭
り
。
田
植
え
の
後
、
適
度
な
日
照

と
雨
を
祈
り
、
ま
た
病
害
虫
の
災
い
を

除
け
る
夏
祭
り
。
そ
し
て
、
無
事
に
成

長
し
た
黄
金
色
の
稲
穂
を
刈
り
取
り
、

自
然
の
恵
み
と
諸
産
業
の
無
事
に
感
謝

す
る
秋
祭
り
。 

島
前
で
は
、
例
祭
に
も
あ
た
る
夏
の

お
祭
り
を
盛
大
に
執
り
行
う
神
社
が
多

い
の
で
す
が
、
文
部
省
唱
歌
「
村
祭
り
」

の
歌
詞（
下
段
参
照
）に
も
あ
る
通
り
、

日
本
各
地
で
秋
祭
り
は
盛
大
か
つ
楽
し

く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
一
年
の
お
祭
り
の
流
れ
は
、

日
本
人
の
一
生
と
も
重
な
り
ま
す
。
私

ど
も
は
誰
も
、
神
さ
ま
の
ご
縁
と
、
ご

加
護
を
得
て
誕
生
。
社
会
人
と
な
る
ま

で
に
は
、
七
五
三
な
ど
に
込
め
ら
れ
る

両
親
の
愛
情
の
下
、
健
康
を
第
一
と
し

な
が
ら
、
必
要
な
徳
目
、
学
業
と
心
身

の
鍛
錬
を
積
み
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人

前
に
な
り
社
会
で
活
躍
す
る
前
に
は
、

成
人
式
を
行
い
、神
さ
ま
の
ご
加
護
と
、

両
親
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
に
感
謝
の

意
を
示
し
ま
す
。 

海
士
町
で
は
、
毎
年
八
月
十
五
日
の

成
人
式
に
際
し
、
新
成
人
一
同
が
隠
岐

神
社
に
参
拝
し
ま
す
。
御
祭
神 

後
鳥

羽
天
皇
も
、
海
士
町
の
将
来
を
担
う
若

者
を
ご
覧
に
な
り
、
頼
も
し
く
思
わ
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。 
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村 

祭 

り 

文
部
省
唱
歌 

 

一
、村
の
鎮
守
の 

神
様
の 

 
 

今
日
は
め
で
た
い 

御
祭
日 

 
 

ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

 
 

ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

 
 

朝
か
ら
聞
こ
え
る 

笛
太
鼓 

 

二
、年
も
豊
年 

満
作
で 

 
 

村
は
総
出
の 

大
祭 

 
 

ド
ン
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ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 
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ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

 
 

ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

 
 

夜
ま
で
賑
う 

宮
の
森 

 

三
、稔
の
秋
に 

神
様
の 

 
 

め
ぐ
み
た
た
え
る 

村
祭 

 
 

ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

 
 

ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

 
 

聞
い
て
も
心
が 

勇
み
立
つ 

 

※
ち
な
み
に
、
昭
和
十
七
年
ま
で
は
三
番
が

こ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
左
の
通
り

紹
介
し
ま
す
。 

 

一
、治
（お
さ
）ま
る
御
代
（み
よ
）に 

神
様
の 

め
ぐ
み
仰
（あ
お
）ぐ
や 

村
祭 

 
 

ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

 
 

ド
ン
ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

ド
ン
ヒ
ャ
ラ
ラ 

 
 

聞
い
て
も
心
が 

勇
み
立
つ 
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前
回
は
、
後
鳥
羽
天
皇
の
即
位
に
ふ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
天
皇
の
祭
祀
と
隠
岐
神
社
の
祭
り
に
つ

い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

天
皇
の
祭
祀
（お
ま
つ
り
）と 

隠
岐
神
社
の
お
祭
り 

 

歴
代
の
天
皇
さ
ま
は
、
国
家
の
安
泰

と
国
民
の
幸
せ
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
祭

祀
を
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

わ
ず
か
四
歳
で
皇
位
に
就
か
れ
た
後
鳥

羽
天
皇
も
、
こ
の
祭
祀
を
大
切
に
さ
れ

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
平
成
の
御
代
の

天
皇
さ
ま
も
、
祭
祀
を
第
一
に
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
『
日
本
書
紀
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
今
か
ら
二
六
七

〇
年
前
の
第
一
代 

神
武
天
皇
の
即
位

か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

ま
た
、
皇
位
と
一
体
で
あ
る
三
種
の

神
器
の
一
つ
、
八
咫
鏡
（
や
た
の
か
が

み
）
を
御
神
体
と
す
る
、
伊
勢
の
神
宮

の
お
ま
つ
り
は
、
皇
室
の
御
祖
神
（
み

お
や
が
み
）
で
あ
る
天
照
大
御
神
に
、

天
皇
さ
ま
の
お
祈
り
を
届
け
る
た
め
の

も
の
で
す
。 

さ
ら
に
、
各
地
の
神
社
の
お
祭
り
も
、

規
模
の
大
小
は
あ
る
こ
と
な
が
ら
、
氏

子
の
幸
せ
、
農
林
漁
業
、
諸
産
業
の
発

展
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
隠
岐
神
社
の
お

祭
り
も
、
天
皇
さ
ま
の
祭
祀
を
拝
し
、

そ
の
祈
り
に
町
民
一
同
で
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
執
り
行
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。 

後
鳥
羽
天
皇
さ
ま
に
つ
い
て
、
私
ど

も
海
士
町
民
が
語
る
際
、
承
久
の
乱
や

海
士
で
の
お
暮
ら
し
ぶ
り
に
焦
点
が
当

た
り
ま
す
。
で
す
が
、
そ
の
歴
史
の
解

説
だ
け
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

私
ど
も
は
、
天
皇
さ
ま
と
特
別
の
関

わ
り
の
あ
る
地
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
皇
室
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

す
る
と
と
も
に
、
伊
勢
の
神
宮
と
氏
神

神
社
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
後
鳥
羽

天
皇
の
御
意
志
に
添
う
こ
と
に
も
な
る

で
し
ょ
う
。 

ま
た
、
後
鳥
羽
天
皇
が
殊
の
ほ
か
力

を
注
が
れ
た
、
文
化
・
伝
統
を
継
承
す

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
後

鳥
羽
天
皇
の
御
製
（
和
歌
）
を
収
め
た

『
隠
岐
の
後
鳥
羽
院
』
（
後
鳥
羽
院
顕

彰
会
）
も
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。 

 

神
社
界
の
活
動 

 

皇
室
を
う
や
ま
う
活
動 

 

平
成
十
八
年
の
秋
篠
宮 

悠
仁
親
王
殿

下
の
御
誕
生
に
よ
り
、
神
社
界
を
は
じ
め

良
識
あ
る
多
く
の
国
民
が
危
惧
し
て
い
た
、

女
系
天
皇
の
容
認
を
含
む
皇
室
典
範
の
見

直
し
論
議
は
、
ひ
と
ま
ず
下
火
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

皇
位
は
、
第
一
代
神
武
天
皇
の
即
位
よ

り
、
今
上
陛
下
に
至
る
ま
で
、
例
外
な
く

男
系
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
隠
岐

神
社
の
御
祭
神 

後
鳥
羽
天
皇
も
、
こ
の

流
れ
の
中
に
あ
り
ま
す
。 

皇
位
の
継
承
は
、
祭
祀
の
継
承
で
も
あ

り
ま
す
。
御
祖
先
に
あ
た
る
天
照
大
御
神

を
は
じ
め
と
す
る
神
々
、
歴
代
天
皇
へ
の

お
祈
り
は
不
変
で
あ
り
、
単
な
る
法
律
上

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歴
史
も
文
化

も
違
う
諸
外
国
の
例
を
参
考
に
す
る
な
ど

し
て
、
多
数
決
で
決
し
て
ゆ
く
こ
と
は
お

か
し
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

          

日
本
を
大
切
に
す
る
活
動 

世
界
を
見
渡
せ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
自
由
が

保
障
さ
れ
て
な
い
国
、
食
べ
物
が
不
足
し

餓
死
や
病
気
が
絶
え
な
い
国
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
が
現
実
で
す
。
し
か
し
我
が
国
は
、

毎
日
、
食
べ
物
に
困
る
こ
と
な
く
、
職
業
、

学
業
、
思
想
・
言
論
な
ど
も
他
の
人
を
害

し
な
い
限
り
、
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

こ
れ
ら
は
、
国
民
の
和
を
何
よ
り
も
大

切
に
し
て
き
た
国
柄
と
、
他
国
が
圧
力
を

か
け
て
き
た
場
合
に
は
国
民
一
丸
と
な
っ

て
国
土
を
守
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
か
ら

こ
そ
で
す
。 

し
か
し
、
九
月
の
尖
閣
沖
で
の
中
国
漁

船
の
不
法
侵
入
事
件
、
十
一
月
の
ロ
シ
ア

大
統
領
の
北
方
領
土
視
察
、
更
に
は
韓
国

に
よ
る
竹
島
の
不
法
占
拠
な
ど
、
領
土
を

脅
か
す
事
態
は
収
ま
り
ま
せ
ん
。 

先
人
が
文
化
・
伝
統
、
そ
し
て
国
土
を

守
っ
て
き
た
歴
史
を
伝
え
る
こ
と
も
、
神

社
の
大
切
な
役
割
と
い
え
ま
す
。 

シ
リ
ー
ズ 

隱
岐
神
社
の
由
緒
④ 

竹 島 

（産経新聞ＨＰより、平成１０年撮影） 

日本国内なのに、なぜか韓国軍のヘリポー
トや砲台が日本を監視している 



 隠
岐
神
社
の
活
動 

（
平
成
二
十
二
年
八
月
～
十
一
月
） 

 

◆
八
月
四
日
、
月
次
祭
を
斎
行 

◆
八
月
十
日
、
境
港
市
の
上
道
（
あ
が
り

み
ち
）
に
あ
る
、
後
鳥
羽
天
皇
ゆ
か
り

の
「
皇
の
松
」
（
お
う
の
ま
つ
）
保
存

会
の
夏
祭
り
に
、
村
尾
禰
宜
と
奉
賛
会

の
若
林
副
会
長
が
参
列 

◆
八
月
十
五
日
、
隠
岐
神
社
外
苑
で
盆
踊

り
大
会
が
開
催 

◆
八
月
十
九
～
二
十
一
日
、
村
尾
禰
宜
が

神
社
庁
の
神
職
階
位
検
定
講
習
会
の
講

師
を
務
め
る 

◆
八
月
二
十
日
、
隠
岐
の
島
町
公
民
館
主

催
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参

集
殿
と
講
堂
を
提
供 

◆
九
月
四
日
、
月
次
祭
を
斎
行 

◆
九
月
六
日
、
海
士
中
学
校
が
境
内
で
写

生
大
会 

◆
九
月
十
七
日
、
中
山
恭
子
参
議
院
議
員

が
参
拝 

◆
九
月
十
七
日
、
巡
の
輪
主
管
の
東
京
財

団
週
末
学
校
に
参
集
殿
を
提
供 

◆
九
月
二
十
三
日
、
役
員
会
を
開
催 

◆
九
月
二
十
八
日
、
出
雲
市
で
開
催
さ
れ

た
全
国
神
社
総
代
会
全
国
大
会
に
村
尾

宮
司
、
村
尾
禰
宜
、
奉
賛
会
の
若
林
副

会
長
が
出
席 

◆
十
月
三
日
、
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た
近

畿
後
鳥
羽
会
に
村
尾
宮
司
が
出
席 

◆
十
月
四
日
、
月
次
祭
を
斎
行 

◆
十
月
五
日
、
中
国
管
区
警
察
局
長
が
参

拝 

◆
十
月
八
日
、
海
士
町
商
工
会
婦
人
部
が

境
内
清
掃 

◆
十
月
十
二
日
、
隠
岐
海
士
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
が
境
内
清
掃 

◆
十
月
十
三
日
、
海
士
小
学
校
が
境
内
で

写
生
大
会 

◆
十
月
十
四
日
、
秋
季
例
祭
を
斎
行
、
承

久
楽
の
奉
納
、
子
供
会
連
合
会
主
催
の

第
二
十
四
回
ち
び
っ
子
相
撲
大
会
が
相

撲
場
で
開
催 

◆
十
月
二
十
日
、
慶
照
保
育
園
が
境
内
に

遠
足 

◆
十
月
二
十
一
～
二
十
五
日
、(

株)

巡
の
環

主
催
の
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ャ
ー
ニ
ー
Ｉ

Ｎ
海
士
町
」
に
講
堂
を
提
供
、
村
尾
禰

宜
が
参
加 

◆
十
月
二
十
三
日
、
山
谷
え
り
子
参
議
院

議
員
が
参
拝 

◆
十
月
二
十
三
日
、
隠
岐
の
島
町
主
催
の

「
竹
島
領
有
権
確
立
運
動
隠
岐
の
島
町

集
会
」
に
村
尾
宮
司
、
村
尾
禰
宜
が
出

席 

◆
十
月
三
十
・
三
十
一
日
、
産
業
文
化
祭

に
隠
岐
神
社
紹
介
ビ
デ
オ
「
後
鳥
羽
天

皇
と
隠
岐
神
社
」
を
出
展
、
教
育
委
員

会
の
「
ふ
る
さ
と
検
定
」
に
協
力 

◆
十
一
月
四
日
、
月
次
祭
を
斎
行 

◆
十
一
月
七
日
、
新
嘗
祭
を
斎
行
、
第
三

回
食
の
感
謝
祭
が
開
催 

◆
十
一
月
十
日
、(

株)

巡
の
環
が
主
管
す
る

イ
オ
ン
と
コ
カ
・
コ
ー
ラ
関
連
の
労
働

組
合
の
研
修
に
参
集
殿
を
提
供
、
村
尾

禰
宜
が
参
加 

◆
十
一
月
十
六
日
、
海
士
中
学
校
一
年
の

社
会
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
村
尾

禰
宜
が
隠
岐
神
社
、
御
火
葬
塚
、
資
料

館
、
宇
受
賀
命
神
社
を
案
内 

◆
十
一
月
二
十
五
日
、
讀
賣
新
聞
松
江
支

局
の
取
材
に
村
尾
禰
宜
が
対
応
、
後
鳥

羽
天
皇
の
紙
芝
居
を
紹
介 

           

 

◆
隠
岐
神
社
の
八
月
か
ら

十
一
月
ま
で
の
活
動
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。
お
祭
り

の
他
に
も
、
町
や
学
校
の
行

事
な
ど
に
境
内
が
広
く
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◆
神
社
が
地
域
の
中
心
と
し
て
大
切
に

さ
れ
て
い
る
好
例
と
い
え
ま
す
。 

◆
ま
た
、
お
祭
り
に
際
し
て
は
、
町
内

の
有
志
団
体
に
よ
り
境
内
の
清
掃
奉
仕

が
な
さ
れ
ま
す
。
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

◆
こ
の
他
、
教
育
委
員
会
や
観
光
協
会

の
色
々
な
企
画
に
も
、
職
員
が
出
席
し

て
い
ま
す
。 

◆
隠
岐
神
社
は
、
ふ
る
さ
と
海
士
の
中

心
と
い
う
面
の
他
に
も
、
観
光
産
業
の

中
心
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。 

◆
そ
の
役
割
を
果
た
す
に
は
、
隠
岐
神

社
の
御
神
徳
と
由
緒
を
町
民
の
皆
様
に

伝
え
る
活
動
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。 

◆
神
社
の
興
隆
と
町
の
繁
栄
は
一
体
で

あ
り
ま
す
。
今
後
も
神
社
の
活
動
の
範

囲
を
広
げ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

隠
岐
神
社
に
お
参
り
し
て 

※
参
拝
の
思
い
出
帳
よ
り  

孫
た
ち
に
会
い
に
隠
岐
に
き
て

神
社
に
お
参
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
感
謝
で
す
。 

（
奈
良
よ
り
参
拝
）  

隠
岐
神
社 

 
 

念
願
か
な
ひ 

参
拝
し 

 
 

夫
婦
揃
ひ
て 

幸
せ
に
思
ふ 

（
栃
木
よ
り
参
拝
） 


